


2025 年度 庭球部活動報告 
  2026 年 2 ⽉ 28 ⽇ 慶應義塾体育会庭球部 

【団体戦】 
男⼦： 関東リーグ 1 部 4 位（同率 2 位で 3 ⼤学が並ぶ） ／ 春早慶戦●3-6、秋早慶戦〇5-4 
⼥⼦： 関東リーグ１部６位（２部降格） ／ 春早慶戦●1-6、秋早慶戦●2-5 

【主な個⼈戦】 
インカレ     男⼦：S ジョーンズ、菅⾕ B8、眞⽥ B32 

              D 眞⽥ジョーンズ B4、有本菅⾕ B16、⽯島安藤 B32 
           ⼥⼦：S 中島 B8、⻄ B32、(菅原 Q1R) 
              D ⼤橋中島 B16 

インカレインドア  男⼦：S ジョーンズ 優勝、眞⽥ B32 
          D 菅⾕安藤 B8、有本⽯島/眞⽥ジョーンズ B16 

            ⼥⼦：S 出場なし 
D 中島渡邊 B16 

  全⽇本選⼿権    男⼦：S（菅⾕  Q 決勝） D 林有本:B16、(菅⾕眞⽥  Q 決勝) 
            ⼥⼦：S 出場なし        D 出場なし 
【⽇本代表活動】 
  ・2025 年ユニバーシアード⽇本代表選⼿に⼤橋が選出され、団体⾦メダルを獲得 
  ・2027 年ユニバーシアード⽇本代表候補選⼿にジョーンズレノンが選出 
【横浜慶應チャレンジャー supported by 三⽥興産】 
  ・錦織圭選⼿初出場、⼊場者約 6700 名を動員、14 回⽬の開催で現存する国内 ATP チャレンジャーでは最古 
  ・20 か国以上の⼈と関わり、約 6000 万円規模を運営、ATP ⼤会 世界で唯⼀学⽣主体での運営 

・本年慶應義塾が国税調査対象となり、体育会のなかから横浜慶應 CH(2020〜24)が監査対象になり対応中 
【その他特記すべき⾏事】 

・全豪視察 (1/12〜17、学⽣ 2 名、スタッフ 1 名でグランドスラムのプレー、⼤会運営を学ぶ) 
・韓国遠征 （8/4~8/8）  男⼦ 7 名、⼥⼦ 6 名、スタッフ 3 名で韓国各⼤学との練習試合 

   ・関⻄遠征 （8/11~8/14）男⼦ 7 名、⼥⼦ 6 名、スタッフ 2 名で関⻄各⼤学との対抗戦 
・⼀貫教育校：合同練習会（1/10、⼩学校〜⾼校まで⼀貫教育校が集まる機会） 
・⼀貫教育校：部⻑監督会議（7/6、⼀貫教育校の部⻑監督コーチが集まる機会） 
・講義：ミズノ講演会（24CH ⼤会での試合データ共有、⽤具について） 
・講義：H4神吉先輩 -⼩泉信三先⽣について- 
・講義：エームサービス -アスリートの栄養（5/27, 7/15, 9/2、三井住友銀⾏シャカカチプログラム） 
・講義：坂井部⻑・インテグリティ講義（⽔泳・井本直歩⼦⽒、サッカー・北澤豪⽒らから学ぶ機会） 
・講演：松岡宏泰先輩 -我が経営と体育会から得たもの-（26 年 2/25、塾体育会主催・LEAP-G） 

   ・社会貢献活動：Number Sports Academy松岡修造テニス教室（1/10、スタッフ１名、学⽣４名派遣） 
   ・社会貢献活動：杉並区テニス普及イベント（3/1+12/20、塾体育研究所から依頼、テニス普及活動） 

・社会貢献活動：海さくら（10/18、H10 古澤先輩代表のイベント。湘南の海でごみ拾い＋テニス普及） 
・社会貢献活動：⾞いすテニス（11/22、横浜慶應 CH イベント、⽇本財団と連携、⽇本代表眞⽥選⼿） 


